
ドラマは最後に待っていた。9フレストライクで10フレ1投目の新畑雄飛（JBC）、

まさかの失投?がブルックリンストライクでダブル。それまで不利な状況で、斉藤祐太

(JBC）にワンマーク以上離されていた。起死回生のダブルの後、10フレ２投目はきっ

ちりポケットに入れストライク！でターキー。新畑は大きく吠えた。一方の斉藤は、

ここまで柔らかい投球でダブルこそないがノーミスの有利な試合展開。最後の望み

10フレ一投目ストライクが来れば勝利の目があったが、無情にも10ピンタップ。

199対198ここに新畑のリージョナル２勝目が確定した。

◆優勝の新畑雄飛選手◆

「この日をずっと待っていた。全国から集まる強豪と戦える喜びを改めて

このリージョナルで感じた。投げた体感は非常に難しいのにも関わらず、

毎ゲームどこかで誰かは必ず打っているというような状況にシビれ、

最後までこの状況を楽しみたいという一心で投げ通しました」と語った。

NHK杯の再現！新畑(JBC)が借りを返してリージョナル2勝目
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勝利の雄叫び！！


